
＜ みずべ公園で、春の生きもの観察。～②草本 ＞

４月 15日、16日、ひたち野うしく小４年生とのみずべ公園春の生きもの観察。今回は、草本です。
そうほん

まずは、スミレのなかま。一番多いのはタチツ

ボスミレですが、数年前とくらべだいぶ減ってし
へ

まいました。いい匂いがするニオイタチツボスミ
にお

レも咲いていました。かわって少しずつ増えてい
さ ふ

るのがアカネスミレ。それぞれどんな環境を好む

か、第２号を参考にして下さい。考えさせられます。
さんこう

下草もかられ明るい雑木林には、キジムシロや
したくさ ぞうきばやし

ミツバツチグリが咲いていました。違いが分かり
さ ちが

ますか？湿ったところには、これもよく似たヘビ
しめ

イチゴが咲き出しています。どれも、小さなハチ
さ

が、よく蜜を吸いに来ます。ヘビイチゴは、赤い実
みつ す

ができると目だちますね。
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４月に多く見られるスミレのなかま。タチツボスミレ（左

上）、ニオイタチツボスミレ（右上）、アカネスミレ（左下）。

よく似た黄色い花。キジムシロ（左上）、ミツバツチグリ
に

（右上）、ヘビイチゴ（左下）。



明るい雑木林の下には、フデリンドウも咲
ぞうきばやし さ

いていました。曇りの日などには花が閉じて
くも と

しまい、見つけにくくなります。かわいい花

ですね。小さなハチがもぐっていることもあ

りますが、花の色は青色の濃さに差があり、
こ さ

時々赤みがかって、赤 紫からピンクに近い
あかむらさき

ものも見られます。いつまでも、このみずべ

公園で見られるといいなと思います。やは

り、こういう花は、雑木林に咲くのが美しい。
ぞうきばやし さ

フデリンドウの近くで、ようやく咲き始めたのがジュウニヒトエ。校庭でも見られるホトケノザや
さ

ヒメオドリコソウと同じ、シソ科のなかまです。シソ科には、どんな特ちょうがあったか、おぼえて

いますか？

やはり似たようなところに咲いていて、
さ

「これ、なぁ～に？」と聞かれたのが、ス

ズメノヤリ。よく見ないと、これが花だ

とは分からないかもしれませんね。雌しべが
め

先に出て、他のスズメノヤリの花から運ばれ

た花粉がつくと、雄しべが後から開いてきま
か ふ ん お

す。こうして同じ花の花粉がつかないように
か ふ ん

すると、いいタネができるのですよ。

明るい雑木林の下に見られるフデリンドウ。
ぞうきばやし

明るい雑木林に見られるジュウニヒトエ（左）
ぞうきばやし

と、校庭でも見られるヒメオドリコソウ（右）。

めしべが先に開くスズメノヤリ。



さて、外国から来たものも多いのですが、一番たくさんの種類が見られたのがキク科のなかまでしょ

う。セイヨウタンポポ（ヨーロッパ原産）やハルジオン（北アメリカ原産）、ノボロギク（ヨーロッ
げんさん げんさん

パ原産）、オニタビラコ、ハハコグサなど、校庭でよく目にするものもありますね。タンポポは、よ
げんさん

く探すと写真のような変なのも見つかります。校庭では見られないのは、オオジシバリとヤブタビ

ラコでしょうか。どちらも、田んぼのあぜなど湿り気の多いところでよく見かけます。ビオトープの
しめ

池や湿地がよい状 態の学校では、植えたのかもしれませんが、見られることもありますね。それぞれの
し っ ち じょうたい う

草花が、どのようなところに咲いていたかも記録しておくとよいでしょう。
さ き ろ く

キク科のなかま。ノゲシ(上左)、ハハコグサ(上

中)、ハルジオン(上右)。オオジシバリ(中左)、

ヤブタビラコ(中右) 。セイヨウタンポポ(下左)、

オニタビラコ(下中)、ノボロギク(下右)。



こちらは、菜の花と同じアブラナ科のなか
な

ま。虫めがねで花を見ると、どれも菜の花と同
な

じく花びら４枚が十文字にならんでいます。校

庭で見かけるのはナズナとミチタネツケバ

ナですが、みずべ公園には、田んぼに多いタ

ネツケバナもたくさんありました。昔はこ

の花の咲くころにイネの種もみを水につけて田
さ たね

の準備をしたそうで、そこからついた名です。

湿りけの多いところには、こんな草花も見られました。グリム童話の『ラプンツェル』にも登場する
しめ

ヨーロッパ原産のノヂシャ。時々、水をかぶるようなところでも花を咲かせるトキワハゼ。田のあぜ
げんさん さ

などに多いケキツネノボタン。通路ぞいに咲いているムラサキケマンは、果実が熟すと手をふれた
つ う ろ さ か じ つ じゅく

だけで種子をはじき飛ばします。
し ゅ し

アブラナ科のなかま。ナズナ（上）、タネツケバナ

（左下）、ミチタネツケバナ（右下）。

湿りけの多いところに咲くノヂシャ(左上)､トキワハゼ(右上)､ケキツネノボタン(左下)、ムラサキケマン(右下)。
さ



コガタルリハムシ幼 虫が食
ようちゅう

べ、穴ぼこだらけになった葉も
あな は

多く見られたのはスイバとギ

シギシのなかま。違いが分かり
ちが

ますか？スイバの葉は茎を包
は くき つつ

み、だくようにつきますが、

写真のエゾノギシギシのよう
しゃしん

に、他のなかまは葉に柄があっ
は え

て茎につきます。ギシギシ、ア
くき

レチギシギシ、ナガバギシギシ

もあって、花や葉が少しずつ
は

違います。むずかしいね。
ちが

最後に、あまり目だたないけれど、鐘のようなかわいい花をぶら下げるアマドコロと、まだ他の花
かね

が咲き出さないころから小さな青い花をたくさんつけるオオイヌノフグリ。そして、もう少し前には
さ

たくさん出ていたけど、すっかり緑の細い葉？におきかわってしまったつくし（スギナ）。オオイヌ
は

ノフグリはオオバコ科クワガタソウ属というグループに入る植物ですが、花を虫めがねで見ると、２本

の雄しべがクワガタの大あごのように内側にわん曲していておもしろいです。スギナはつくしが成長し

て緑の葉を出した姿になると思っている人もいますが、それは違います。右の写真のように、「つくし」
は ちが しゃしん

と「スギナ」は地面の下でつながっ

ています。「胞子（ほうし）」という

なかまを増やすつぶをたくさんばら
ふ

まく「つくし」がしおれ始めるころ

に緑の「スギナ」が伸びてきて、お
の

日さまの光を受けて自分の栄養をつ
えいよう

くるのです。また、細い緑の部分は

茎と枝で、節にある黒っぽいのが
くき えだ

葉なのです。「胞子（ほうし）」で増
は ふ

える植物については、中学校で勉強

しますよ。【理科支援員：宮内】

スイバ(左)と､エゾノギシギシ(右)｡

リンドウに似た鐘のような花をつけるアマドコロ(左)と､早春から青い小さな花を多数つけるオオイヌノフグリ(右)｡
に かね

つくし(左)と､地面の下のようす(右)｡


